
6

教育講演 6

運動器理学療法で使える認知行動療法の臨床応用

和泉大学大学院リハビリテーション研究科

大嶋 伸雄

認知行動療法（Cognitive Behavioral Therapy 以下 CBT）とはクライエント（CL）自身が自分の状況を客観的に把握して
対処する能力を身に付けさせる心理アプローチの一つである。うつ病や不安障害、不眠症などの精神疾患に対する治療効果
と再発予防で効果があることが実証され、臨床で広く使われるようになってきた。また，身体面では慢性的な痛みや、整形
外科疾患・障害などに対する介入効果が常に注目されている。
一方、リハビリテーション医療は投薬や手術のように医療者が直接的にCLを治療する一般的医療とは本質的に異なる。機

能回復や生活再建の主体はCL自身であり、理学療法士（PT）、作業療法士（OT）などのセラピストは、その過程を支援す
る存在である。すなわち、リハビリテーションにおいてCLの変化を実際に生み出すのはCL自身の行動と経験であり、セラ
ピストが直接治すものは多くない。セラピストの一番重要な役割は、訓練を“してあげる”ことではなく、CLが自ら変化で
きる条件を整え、その過程を支援することにある。専門性とは介入技術そのものだけではなく、CLの主体的変化を引き出す
力にある。つまり、リハビリテーションとは患者の自己変容支援であり、認知行動療法との親和性は非常に高い。講演では
CL自身による運動理解から行動変容まで、とくに身体性の獲得から課題遂行能力の向上に向けたCBTの活用から応用ま
で、臨床データに基づいた効果的介入のための理論を述べる。
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